
専
決
処
分
を
し
た
物
件
移
転

補
償
契
約
締
結
の
承
認

工
事
請
負
契
約
の
締
結     

　４億
９
４
６
４
万
円

4 月臨時議会を4月22日に開きました。
　承認案件と工事請負契約の締結について慎重に審議した結果、全会一致で承認・可決し
ました。

5月30日に副知事が海田町を視察
　
高
垣
広
島
県
副
知
事
に
よ
る
連
続
立
体
交
差
事
業
の
現
地
視
察
が
行
わ
れ
た
。
現
地
で
は
、
鉄
道
に
よ
り
町
が
分
断
さ
れ
て
い
る
現
状
を
理
解
し
て
頂
い
た
。

そ
の
後
、
町
長
と
議
長
が
現
計
画
で
事
業
を
推
進
す
る
旨
の
要
望
書
を
手
渡
し
、
全
議
員
が
参
加
し
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
た
が
、

全
員
一
貫
し
て
現
計
画
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
し
た
。ま
た
、最
後
に
副
知
事
か
ら
、変
更
案
に
つ
い
て
協
議
で
き
る
場
を
設
け
て
欲
し
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

議
会
と
し
て
は
、
見
直
し
が
前
提
の
協
議
に
つ
い
て
は
応
じ
る
事
が
で
き
な
い
と
言
い
切
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
方
針
転

換
は
県
知
事
の
や
る
こ

と
で
は
な
い
。
も
っ
と

命
と
暮
ら
し
に
重
き
を

お
く
政
策
を
す
べ
き
で

あ
る
。
一
度
決
め
た
計

画
を
見
直
し
、
海
田
町

区
域
を
中
止
す
る
こ
と

は
、
誰
が
見
て
も
人
道

上
の
信
義
に
も
触
れ
る

こ
と
に
な
る
。

（
佐
中
議
員
）

　
移
転
者
は
、
高
架
が

海
田
町
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
と
い
う
思
い

で
協
力
を
さ
れ
て
き
た
。

思
い
の
あ
る
家
が
立
ち

退
き
で
な
く
な
っ
て
以

来
、
現
地
を
見
る
事
が

で
き
な
い
人
も
い
る
。

そ
う
い
う
思
い
を
是
非

酌
ん
で
頂
き
た
い
。

（
多
田
議
員
）

　
先
日
、
船
越
と
海
田

の
間
で
火
事
が
あ
っ
た

が
、
救
急
車
が
踏
切
で

15
分
止
ま
っ
て
い
た
。

15
分
踏
切
で
止
ま
っ
て

県
民
の
生
命
を
守
れ
る

の
か
。 
  

（
桑
原
議
員
）

　
こ
の
問
題
は
、
直
接

的
に
は
海
田
町
の
問
題

だ
が
、
広
島
市
東
部
地

区
全
体
の
問
題
で
あ
る

事
を
認
識
さ
れ
て
い
る

の
か
。 

  

（
前
田
議
員
）

　
都
市
計
画
決
定
時
に

広
島
市
が
財
政
状
況
を

理
由
に
後
退
気
味
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
に
広

島
県
か
ら
広
島
市
を
説

得
す
る
か
ら
一
緒
に

な
っ
て
頑
張
っ
て
く
れ

と
言
わ
れ
た
。
県
に
職

員
も
派
遣
し
て
用
地
買

収
に
最
大
限
協
力
し

た
。
そ
の
県
が
は
し
ご

を
は
ず
す
の
は
お
か
し

い
。 

  

（
宗
像
議
員
）

　
２
年
ほ
ど
前
に
病
院

に
行
く
際
、
列
車
故
障

で
１
時
間
待
た
さ
れ
た

と
い
う
話
を
聞
い
た
。

現
在
の
ま
ま
で
は
助
か

る
人
も
助
か
ら
な
い
。

果
た
し
て
こ
れ
で
安
心

安
全
の
町
と
言
え
る
の

か
。 

  

（
住
吉
議
員
）

　
要
望
書
に
も
あ
る

が
、
海
田
町
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
周
辺
の

方
々
の
思
い
も
含
め
た

計
画
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
欲
し
い
。

（
西
田
議
員
）

　
県
の
負
担
額
は
、
５

０
０
億
以
上
で
あ
る

が
、
そ
の
う
ち
国
の
補

助
が
３
０
０
億
く
ら
い

あ
る
は
ず
だ
。
実
際
の

県
負
担
額
を
発
表
し
て

な
い
。
県
の
実
質
の
負

担
と
国
の
補
助
を
県
民

に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

（
宮
坂
議
員
）

　
こ
の
事
業
は
周
辺
の

市
町
を
含
む
重
大
な
事

業
で
、
海
田
町
は
東
部

の
中
心
的
存
在
で
あ

る
。
そ
の
中
で
の
立
体

化
は
絶
対
す
る
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

形
が
単
独
立
体
な
の
か

連
続
立
体
な
の
か
は
、

今
後
話
し
合
い
を
進
め

な
が
ら
理
解
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
ま

ち
づ
く
り
の
大
変
大
き

な
も
の
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。
根
底
に
あ
る

問
題
に
つ
い
て
知
恵
を

出
し
て
解
決
し
て
い
き

た
い
。
貴
重
な
こ
の
買

収
し
た
土
地
を
最
大
限

活
か
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員
か
ら
の
意
見

副
知
事
か
ら
の
意
見

知事に届け! 住民の願い…

次はぜひ知事に!!

　
海
田
市
駅
南
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に

お
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
物
件
移
転
に
つ
い

て
３
月
末
に
交
渉
が
妥
結
し
た
。
執
行
部

は
す
ぐ
に
専
決
処
分
で
補
償
契
約
の
締
結

を
行
っ
た
た
め
、
議
会
の
承
認
を
求
め
ら

れ
、
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
区
画
整
理
事
業
は
、Ｊ

Ｒ
の
物
件
移
転
が
完
了
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
完

了
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
海
田
西
小
学
校
本
館
・
特
別
教
室
棟
の

耐
震
補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結
を
承
認

し
た
。

　
こ
の
工
事
が
完
了
す
れ
ば
、
海
田
町
の

小
中
学
校
の
耐
震
化
率
は
約
88
パ
ー
セ
ン

ト
に
な
る
。

これから耐震工事が始まります

久留島元生議長は、採決に加わりません。

審議した議案と各議員の賛否 （平成26年）

全会一致で可決した議案

○は賛成、×は反対を表しています。

会換交見意会議時臨

議員名

議案名

大
髙
下
光
信

大
江
康
子

兼
山
益
大

下
岡
憲
国

住
吉
秀
公

宗
像
啓
之

桑
原
公
治

岡
田
良
訓

西
田
祐
三

多
田
雄
一

宮
坂
二
郎

西
山
勝
子

崎
本
広
美

前
田
勝
男

佐
中
十
九
昭

審
議
結
果

討

論

掲
載
ペ
ー
ジ

６
月
定
例
議
会

税条例等の一部を改正する
条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：佐中議員 2

国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：岡田議員 2

平成26年度一般会計補正予算
（第1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決 反対：岡田議員 2

「海外で戦争する国」にする
集団的自衛権の行使容認に
反対する意見書

× × × × × × × ○ × × × × × × ○ 否決 賛成：佐中議員 —

議　案　名 ページ

４
月
臨
時
議
会

専決処分をした事件の承認
（平成25年度一般会計補正予算（第８号）） 5

工事請負契約の締結
（海田西小学校本館・特別教室棟耐震補強等工事） 5

６
月
定
例
議
会

平成
26年度

公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） —
介護保険特別会計補正予算（第１号） —
水道事業会計補正予算（第１号） —

海洋環境整備事業の充実と体制拡充を求める意見書 3
「手話言語法」制定を求める意見書 3

　平成26年4月10日発行の「かいた議会だ
より」第96号の「一般質問」の記載内容に
誤りがありました。訂正して、お詫びい
たします。

16ページ（岡田良訓　議員一般質問）
（誤）�町の国保税は平成 年度の改定

以来・・・�
（正）�町の国保税は平成20年度の改定

以来・・・

かいた議会だより第 96 号の
記事の訂正とお詫び

【訂正の内容】

かいた議会だより第97号　平成26年6月19日 かいた議会だより第97号　平成26年6月19日5 4


